
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】切り粉やスパッタを発生させることなく、さら

に、金属パイプの内部に治具を挿入することなく短時間

で金属パイプを切断可能な金属パイプの切断装置及び切

断方法の提供。

【解決手段】金属パイプＰに外嵌した状態で設けられる

第１切断刃（固定切断刃１）と、第１切断刃１に当接し

て金属パイプに外嵌した状態で設けられる第２切断刃（

振動切断刃２）と、前記第１切断刃１または第２切断刃

２に金属パイプＰの径方向への力を付与する振動付与手

段３を備え、第１切断刃１と第２切断刃２を振動付与手

段３で金属パイプＰの径方向に相対移動させて振動させ

ることにより両切断刃の間（カット面6,8間）を切断位

置として金属パイプＰを切断することとした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 １ 切 断 刃 と 、
　 前 記 第 １ 切 断 刃 に 当 接 し て 金 属 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 ２ 切 断 刃 と 、
　 前 記 第 １ 切 断 刃 ま た は 第 ２ 切 断 刃 に 金 属 パ イ プ の 径 方 向 へ の 力 を 付 与 す る 振 動 付 与 手 段
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 切 断 刃 と 第 ２ 切 断 刃 を 振 動 付 与 手 段 で 金 属 パ イ プ の 径 方 向 に 相 対 移 動 さ せ て 振
動 さ せ る こ と に よ り 両 切 断 刃 の 間 を 切 断 位 置 と し て 金 属 パ イ プ を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す
る 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ 切 断 刃 ま た は 第 ２ 切 断 刃 を 金 属 パ イ プ の 外 周 面 の 全 周 に 亙 っ て 外 嵌 し た 状 態 で
設 け た こ と を 特 徴 と す る 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 金 属 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 １ 切 断 刃 と 、 該 第 １ 切 断 刃 に 当 接 し て 金 属 パ
イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 ２ 切 断 刃 を 金 属 パ イ プ の 径 方 向 に 相 対 移 動 さ せ て 振 動
さ せ る こ と に よ り 両 切 断 刃 の 間 を 切 断 位 置 と し て 金 属 パ イ プ を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る
金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ 切 断 刃 と 第 ２ 切 断 刃 の 相 対 移 動 に お け る 振 動 の 振 幅 を 徐 々 に 大 き く な る よ う に
変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 と し て 切 削 、 溶 断 、 せ ん 断 、 押 し 切 り 等 の 多
く の 技 術 が 公 知 に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 。 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ １ ４ ６ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ７ ０ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 方 法 に お い て 、 切 削 及 び 溶 断 で は 切 断
時 に 金 属 パ イ プ の 内 側 に 切 り 粉 や ス パ ッ タ が 侵 入 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
  ま た 、 せ ん 断 及 び 押 し 切 り で は 切 断 時 に 金 属 パ イ プ へ の 負 担 が 大 き い た め 、 金 属 パ イ プ
の 変 形 を 内 側 か ら 支 持 す る 芯 金 等 の 治 具 が 必 要 に な り 、 特 に 中 途 部 に 曲 部 を 有 す る 金 属 パ
イ プ 、 例 え ば エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド 等 の 内 部 に 前 記 治 具 を 挿 入 す る 作 業 は 時 間 と 手 間
が 大 変 掛 か っ て こ の 種 の 金 属 パ イ プ の 効 率 的 な 生 産 性 を 阻 害 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は
、 切 り 粉 や ス パ ッ タ を 発 生 さ せ る こ と な く 、 さ ら に 、 金 属 パ イ プ の 内 部 に 治 具 を 必 要 と せ
ず に 短 時 間 で 金 属 パ イ プ を 切 断 可 能 な 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 １ 切 断 刃 と 、
前 記 第 １ 切 断 刃 に 当 接 し て パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 ２ 切 断 刃 と 、 前 記 第 １ 切
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断 刃 ま た は 第 ２ 切 断 刃 に パ イ プ の 径 方 向 へ の 力 を 付 与 す る 振 動 付 与 手 段 を 備 え 、 前 記 第 １
切 断 刃 と 第 ２ 切 断 刃 を 振 動 付 与 手 段 で パ イ プ の 径 方 向 に 相 対 移 動 さ せ て 振 動 さ せ る こ と に
よ り 両 切 断 刃 の 間 を 切 断 位 置 と し て パ イ プ を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 に お い て 、 前
記 第 １ 切 断 刃 ま た は 第 ２ 切 断 刃 を 金 属 パ イ プ の 外 周 面 の 全 周 に 亙 っ て 外 嵌 し た 状 態 で 設 け
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 １ 切 断 刃 と 、
該 第 １ 切 断 刃 に 当 接 し て パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 ２ 切 断 刃 を パ イ プ の 径 方 向
に 相 対 移 動 さ せ て 振 動 さ せ る こ と に よ り 両 切 断 刃 の 間 を 切 断 位 置 と し て パ イ プ を 切 断 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 に お い て 、 前
記 第 １ 切 断 刃 と 第 ２ 切 断 刃 の 相 対 移 動 に お け る 振 動 の 振 幅 を 徐 々 に 大 き く な る よ う に 変 化
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 金 属 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 １ 切 断 刃 と
、 前 記 第 １ 切 断 刃 に 当 接 し て 金 属 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 ２ 切 断 刃 と 、 前 記
第 １ 切 断 刃 ま た は 第 ２ 切 断 刃 に 金 属 パ イ プ の 径 方 向 へ の 力 を 付 与 す る 振 動 付 与 手 段 を 備 え
、 前 記 第 １ 切 断 刃 と 第 ２ 切 断 刃 を 振 動 付 与 手 段 で 金 属 パ イ プ の 径 方 向 に 相 対 移 動 さ せ て 振
動 さ せ る こ と に よ り 両 切 断 刃 の 間 を 切 断 位 置 と し て 金 属 パ イ プ を 切 断 す る た め 、 切 削 や 溶
断 に よ る 切 断 方 法 の よ う に 徐 々 に 切 断 し て い く よ う な 力 で 金 属 パ イ プ を 切 断 で き 、 切 り 粉
や ス パ ッ タ 等 の 不 要 物 が 発 生 す る の を 完 全 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 金 属 パ イ プ の 切 断 面 を せ ん 断 ま た は 押 し 切 り に よ る 切 断 面 の よ う に 滑 ら か に 形 成
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 金 属 パ イ プ の 切 断 位 置 付 近 は 急 激 な 変 形 を 伴 わ な い た め 、 金 属 パ イ プ の 内 部 に 治
具 を 必 要 と せ ず 、 パ イ プ の 曲 部 を 切 断 す る 際 に 用 い て 好 適 な 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 提 供
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 従 来 の 発 明 に 比 べ て よ り 短 時 間 で 金 属 パ イ プ を 切 断 で き 、 こ の 種 の 金 属 パ イ プ
の 生 産 性 及 び 製 品 品 質 を 著 し く 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 第 １ 切 断 刃 ま た は 第 ２ 切 断 刃 を 金 属 パ イ プ の 外 周 面 の
全 周 に 亙 っ て 外 嵌 し た 状 態 で 設 け た た め 、 振 動 付 与 手 段 に よ る 力 が 金 属 パ イ プ に 対 し て 局
部 的 に 集 中 す る 虞 が な く 、 金 属 パ イ プ の 局 部 的 な 変 形 を 防 止 で き 、 結 果 、 安 定 し た 状 態 で
金 属 パ イ プ を 切 断 で き る 上 、 そ の 内 部 に 治 具 を 必 要 と し な い 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 提 供
で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 金 属 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 １ 切 断 刃 と
、 該 第 １ 切 断 刃 に 当 接 し て 金 属 パ イ プ に 外 嵌 し た 状 態 で 設 け ら れ る 第 ２ 切 断 刃 を 金 属 パ イ
プ の 径 方 向 に 相 対 移 動 さ せ て 振 動 さ せ る こ と に よ り 両 切 断 刃 の 間 を 切 断 位 置 と し て 金 属 パ
イ プ を 切 断 す る た め 、 簡 便 な 方 法 で も っ て 金 属 パ イ プ を 短 時 間 で 切 断 で き る 金 属 パ イ プ の
切 断 方 法 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 第 １ 切 断 刃 と 第 ２ 切 断 刃 の 相 対 移 動 に お け る 振 動 の 振
幅 を 徐 々 に 大 き く な る よ う に 変 化 さ せ る た め 、 金 属 パ イ プ の 切 断 位 置 に 急 激 に 過 大 な 負 荷
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が 発 生 し て 金 属 パ イ プ が 変 形 す る の を 防 止 で き 、 安 定 し た 状 態 で 金 属 パ イ プ を 切 断 で き る
金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 実 施 例 １ を 説 明 す る 。
  図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 （ 一 部 断 面 図 ） 、 図
２ は 本 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 正 面 図 （ 一 部 省 略 ） 、 図 ３ は 本 実 施 例
１ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 の 切 断 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 例 １ で は 金 属 パ イ プ を ス テ ン レ ス 製 で 円 筒 状 の 直 管 に 適 用 し た 場 合 に つ い
て 説 明 す る が 、 金 属 パ イ プ の 材 料 、 大 き さ 、 形 状 、 厚 み な ど は 本 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 一 般 的 な 全 て の 金 属 パ イ プ に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 は 、 固 定 切 断 刃 １ （ 第 １ 切
断 刃 に 相 当 ） と 、 振 動 切 断 刃 ２ （ 第 ２ 切 断 刃 に 相 当 ） と 振 動 付 与 手 段 ３ を 主 要 な 構 成 と し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 固 定 切 断 刃 １ は 、 上 下 一 対 の 分 割 部 1a,1bで 構 成 さ れ 、 該 分 割 部 1a,1bに は そ れ ぞ れ
半 円 弧 状 の 円 弧 溝 1c,1dが 設 け ら れ 、 該 円 弧 溝 同 士 1c,1dを 重 ね 合 わ せ て 金 属 パ イ プ Ｐ の 外
周 を 全 周 に 亙 っ て 外 嵌 し た 状 態 で 挟 持 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 分 割 部 1c,1dの 両 端 部 に は ボ ル ト 及 び ボ ル ト 溝 で 構 成 さ れ る ４ 箇 所 の 締 結 部
５ が 前 後 方 向 に ２ 箇 所 、 合 計 ８ 箇 所 設 け ら れ 、 該 締 結 部 ５ で 両 分 割 部 1c,1d同 士 を ス ラ イ
ド ガ イ ド 4a,4bに 摺 動 さ せ な が ら 内 側 に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り 金 属 パ イ プ Ｐ
を 堅 固 に 固 定 で き る よ う に な っ て い る 。
  な お 、 前 記 ス ラ イ ド ガ イ ド 4a,4bは 支 持 部 ９ に 固 定 さ れ て い る 。
  ま た 、 前 記 固 定 切 断 刃 １ の カ ッ ト 面 ６ は 加 工 処 理 さ れ て 平 坦 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 振 動 切 断 刃 ２ は 、 固 定 切 断 刃 １ と 協 働 し て 金 属 パ イ プ Ｐ を 切 断 す る た め の も の で あ
っ て 、 上 下 一 対 の 分 割 部 2a,2bで 構 成 さ れ 、 該 分 割 部 2a,2bに は そ れ ぞ れ 半 円 弧 状 の 円 弧 溝
2c,2dが 設 け ら れ 、 該 円 弧 溝 同 士 2c,2dを 重 ね 合 わ せ て 金 属 パ イ プ Ｐ の 外 周 部 の 全 周 を 全 周
に 亙 っ て 外 嵌 し た 状 態 で 挟 持 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 分 割 部 2a,2bの 両 端 部 に は ボ ル ト 及 び ボ ル ト 溝 で 構 成 さ れ る ４ 箇 所 の 締 結 部
７ が 前 後 方 向 に ２ 箇 所 、 合 計 ８ 箇 所 設 け ら れ 、 該 締 結 部 ７ で 両 分 割 部 2a,2b 同 士 を ス ラ イ
ド ガ イ ド 4a,4bに 摺 動 さ せ な が ら 内 側 に 移 動 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り 金 属 パ イ プ Ｐ
を 堅 固 に 固 定 で き る よ う に な っ て い る 。
  ま た 、 前 記 振 動 切 断 刃 ２ の カ ッ ト 面 ８ は 加 工 処 理 さ れ て 平 坦 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 固 定
切 断 刃 １ の カ ッ ト 面 ６ に 当 接 し た 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。
  前 記 振 動 付 与 手 段 ３ は 、 振 動 切 断 刃 ２ に 上 下 方 向 の 振 動 を 付 与 す る た め の も の で あ っ て
、 イ ン バ ー タ モ ー タ １ ０ と 、 振 幅 調 整 装 置 １ １ と 、 振 動 ロ ッ ド １ ２ を 主 要 な 構 成 と し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 イ ン バ ー タ モ ー タ １ ０ は 、 回 転 軸 の 駆 動 力 が ベ ル ト １ ３ 、 回 転 ロ ー ラ 14,15を 介 し
て 後 述 す る 回 転 シ ャ フ ト １ ６ を 回 転 可 能 に な っ て い る 。
  な お 、 前 述 し た イ ン バ ー タ モ ー タ １ ０ の 回 転 数 は 図 外 の 制 御 装 置 に よ っ て 後 述 す る 金 属
パ イ プ Ｐ の 切 断 中 に 微 量 な 単 位 で 制 御 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 振 幅 調 整 装 置 １ １ は 、 回 転 ロ ー タ １ ７ と 偏 芯 ロ ー タ １ ８ で 構 成 さ れ て お り 、 回 転 ロ
ー タ １ ７ は そ の 回 転 中 心 軸 を 前 記 回 転 シ ャ フ ト １ ６ の 回 転 中 心 軸 Ｘ １ に 一 致 さ せ た 状 態 で
回 転 シ ャ フ ト １ ６ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 回 転 ロ ー タ １ ７ に は 、 後 述 す る 偏 芯 ロ ー タ １ ８ の 外 周 面 に 当 接 す る 調 整 ボ ル
ト 19a,19bを 固 定 す る た め の 外 嵌 部 １ ７ ａ が 一 体 的 に 設 け ら れ て い る 。
  一 方 、 前 記 偏 芯 ロ ー タ １ ８ は 、 そ の 回 転 中 心 軸 Ｘ ２ を 調 整 ボ ル ト 19a,19bに よ り 回 転 中
心 軸 Ｘ １ に 対 し て 偏 芯 し た 状 態 で 回 転 ロ ー タ １ ７ に 固 定 さ れ て い る 。
  な お 、 前 記 回 転 中 心 軸 X1、 X2の 偏 芯 量 は 調 整 ボ ル ト 19a,19bの ね じ 込 み 量 で 調 整 可 能 で
あ り 、 該 ね じ 込 み 量 は 図 外 の 制 御 装 置 に よ っ て 微 量 な 単 位 で 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 前 記 偏 芯 ロ ー タ １ ８ は 、 振 動 ロ ッ ド １ ２ の 一 端 に 設 け ら れ た 開 口 部 １ ９ ｃ を 貫 通
し た 状 態 で プ レ ー ト ２ ０ ａ 及 び ボ ル ト ２ ０ ｂ で 固 定 さ れ 、 こ れ に よ り 振 動 ロ ッ ド １ ２ に 回
動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 前 記 振 動 ロ ッ ド １ ２ の 他 端 は 、 振 動 切 断 刃 ２ の 分 割 部 ２ ｂ に 設 け ら れ た 軸 受 け 部
2e,2fに 支 持 ピ ン ２ ４ で 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 を 説 明 す る 。
  こ の よ う に 構 成 さ れ た 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 Ａ を 用 い て 金 属 パ イ プ Ｐ を 切 断 す る に は 、
先 ず 、 固 定 切 断 刃 １ 及 び 振 動 切 断 刃 ２ を 金 属 パ イ プ Ｐ に 外 嵌 し た 状 態 で 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 際 、 前 記 固 定 切 断 刃 １ の 分 割 部 1a,1b及 び 振 動 切 断 刃 ２ の 分 割 部 2a,2bを そ れ ぞ れ ス
ラ イ ド ガ イ ド 4a,4bに 摺 動 さ せ な が ら 上 下 方 向 に 多 少 離 間 し た 後 、 金 属 パ イ プ Ｐ を 円 弧 溝 1
c,1d同 士 の 間 及 び 円 弧 溝 2c,2d同 士 の 間 に 挿 入 し て 再 び 分 割 部 1a,1b同 士 及 び 分 割 部 2a,2b
同 士 を そ れ ぞ れ 重 ね 合 わ せ て 締 結 部 5,7で 金 属 パ イ プ を 固 定 で き 、 金 属 パ イ プ Ｐ を 容 易 か
つ ス ム ー ズ に 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 イ ン バ ー タ モ ー タ １ ０ を 図 外 の 制 御 装 置 に て 回 転 さ せ る と 、 そ の 回 転 駆 動 力 が
ベ ル ト １ ３ 及 び 回 転 ロ ー ラ 14,15を 介 し て 回 転 シ ャ フ ト １ ６ に 伝 達 さ れ 、 回 転 ロ ー タ １ ７
及 び 偏 芯 ロ ー タ １ ８ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 図 外 の 制 御 装 置 に よ っ て 、 金 属 パ イ プ Ｐ の 厚 み に 応 じ て 調 整 ボ ル ト 19a,19bの
ね じ 込 み 量 が 該 金 属 パ イ プ Ｐ の 厚 み 以 下 の 範 囲 内 の 値 で 予 め 設 定 さ れ て お り 、 こ れ に よ り
回 転 ロ ー タ １ ７ の 回 転 中 心 軸 Ｘ １ と 偏 芯 ロ ー タ １ ８ の 回 転 中 心 軸 Ｘ ２ が 偏 芯 し 、 結 果 、 偏
芯 ロ ー タ １ ８ に 連 結 さ れ た 振 動 ロ ッ ド １ ２ 及 び 振 動 切 断 刃 ２ が 上 下 方 向 に 振 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 固 定 切 断 刃 １ の カ ッ ト 面 ６ は 静 止 状 態 と な っ て お り 、 一 方
、 振 動 切 断 刃 ２ の カ ッ ト 面 ８ は 、 固 定 切 断 刃 １ に 対 し て 上 下 方 向 （ 矢 印 方 向 に 図 示 ） に 相
対 振 動 し 、 こ れ に よ り 前 記 両 者 の 間 を 切 断 位 置 と し て 金 属 パ イ プ Ｐ を 切 断 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ Ｐ に 対 す る 加 工 は 従 来 の 発 明 の よ う な 切 削 、 溶 断 、 せ ん 断 、 押
し 切 り 等 の 切 断 と は 異 な っ て 振 動 切 断 刃 ２ の 高 速 な 微 振 動 に よ る 切 断 で あ り 、 そ の 切 断 作
用 は 金 属 の 加 工 硬 化 に 近 く 、 そ の 切 断 面 は 切 削 、 溶 断 の よ う に 滑 ら か で あ る た め 、 切 断 に
よ る 切 り 粉 の 発 生 を 完 全 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 せ ん 断 、 押 し 切 り の よ う に 短 時 間 で 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 に あ っ て は 、 簡
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便 な 構 成 及 び 方 法 で も っ て 金 属 パ イ プ Ｐ を 短 時 間 で 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 金 属 パ イ プ Ｐ は そ の 全 周 が 固 定 切 断 刃 １ 及 び 振 動 切 断 刃 ２ に よ っ て 外 嵌 さ れ る
た め 、 切 断 位 置 付 近 が 急 激 に 局 部 的 に 変 形 す る こ と が な く 、 こ れ に よ り 金 属 パ イ プ Ｐ の 内
部 に 治 具 を 必 要 と せ ず 、 特 に 金 属 パ イ プ の 曲 部 を 切 断 す る 際 に 用 い て 好 適 に な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 下 、 実 施 例 ２ を 説 明 す る 。
  本 実 施 例 ２ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 で は 、 前 記 実 施 例 １ で 説 明 し た 回 転 ロ
ー タ １ ７ の 回 転 中 心 軸 Ｘ １ と 偏 芯 ロ ー タ １ ８ の 回 転 中 心 軸 Ｘ ２ を 金 属 パ イ プ Ｐ の 切 断 中 に
偏 芯 可 能 に 構 成 し た こ と 以 外 は 、 前 記 実 施 例 １ と 略 同 様 で あ る た め 、 同 一 の 構 成 部 材 に つ
い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 （ 一 部 断 面 図 ） 、 図
５ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 Ｂ で は 、 回 転 シ ャ フ ト １ ６ 内 に 図
外 の 油 圧 装 置 で 軸 方 向 に 摺 動 可 能 な シ リ ン ダ ロ ッ ド Ｄ が 設 け ら れ 、 該 シ リ ン ダ ロ ッ ド Ｄ の
先 端 は テ ー パ 状 の 摺 動 部 Ｓ １ が 回 転 ロ ー タ １ ７ を 貫 通 し て 偏 芯 ロ ー タ １ ８ 内 に 形 成 さ れ た
テ ー パ 状 の 傾 斜 溝 Ｓ ２ に 当 接 し て い る 。
  ま た 、 偏 芯 ロ ー タ １ ８ は 調 整 ボ ル ト 19a,19bが 省 略 さ れ る 他 、 バ ネ Ｂ １ に よ っ て 径 方 向
に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 下 、 本 実 施 例 ２ の 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 を 説 明 す る 。
  こ の よ う に 構 成 さ れ た 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 Ｂ を 用 い て 金 属 パ イ プ Ｐ を 切 断 す る に は 、
先 ず 、 固 定 切 断 刃 １ 及 び 振 動 切 断 刃 ２ を 金 属 パ イ プ Ｐ に 外 嵌 し た 状 態 で 配 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 続 い て 、 イ ン バ ー タ モ ー タ １ ０ を 図 外 の 制 御 装 置 に て 回 転 さ せ る と 、 そ の 回 転 駆 動 力 が
ベ ル ト １ ３ 及 び 回 転 ロ ー ラ 14,15を 介 し て 回 転 シ ャ フ ト １ ６ に 伝 達 さ れ 、 回 転 ロ ー タ １ ７
及 び 偏 芯 ロ ー タ １ ８ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 図 外 の 制 御 装 置 に よ っ て 、 シ リ ン ダ ロ ッ ド Ｄ が 図 ４ 中 矢 印 Ｙ 方 向 に 微 量 な 単 位
で 移 動 し 、 こ れ に よ り シ リ ン ダ ロ ッ ド Ｄ の 摺 動 部 Ｓ １ が 傾 斜 溝 Ｓ ２ に 摺 動 し な が ら 矢 印 Ｙ
方 向 に 移 動 し 、 結 果 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 偏 芯 ロ ー タ １ ８ が 上 方 に 移 動 し て 回 転 ロ ー タ １
７ の 回 転 中 心 軸 Ｘ １ と 偏 芯 ロ ー タ １ ８ の 回 転 中 心 軸 Ｘ ２ が 偏 芯 し 、 結 果 、 偏 芯 ロ ー タ １ ８
に 連 結 さ れ た 振 動 ロ ッ ド １ ２ 及 び 振 動 切 断 刃 ２ が 上 下 方 向 に 振 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 従 っ て 、 振 動 切 断 刃 ２ の カ ッ ト 面 ８ は 、 固 定 切 断 刃 １ に 対 し て 上 下 方 向 に 徐 々 に そ の 振
動 の 幅 を 大 き く し な が ら 相 対 振 動 し 、 こ れ に よ り 前 記 両 者 の 間 を 切 断 位 置 と し て 金 属 パ イ
プ Ｐ を 切 断 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 に あ っ て は 、 ロ
ッ ド Ｄ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る と い う 簡 便 な 作 業 で も っ て 第 １ 切 断 刃 １ と 第 ２ 切 断 刃 ２ の 相
対 移 動 に お け る 振 動 の 振 幅 を 徐 々 に 大 き く な る よ う に 変 化 で き 、 金 属 パ イ プ Ｐ の 切 断 位 置
に 急 激 に 過 大 な 負 荷 が 発 生 し て 金 属 パ イ プ Ｐ が 変 形 す る の を 防 止 で き 、 安 定 し た 状 態 で 金
属 パ イ プ Ｐ を 切 断 で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 、 実 施 例 ３ を 説 明 す る 。
  本 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 で は 、 前 記 実 施 例 １ で 説 明 し た 振 動 付
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与 手 段 ３ を 変 更 し た こ と 以 外 は 、 前 記 実 施 例 １ と 略 同 様 で あ る た め 、 同 一 の 構 成 部 材 に つ
い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 （ 一 部 断 面 図 ） 、 図
７ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 正 面 図 （ 一 部 省 略 ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ４ 、 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 Ｃ で は 、 固 定 切 断 刃 第 １ 切 断
刃 １ を 固 定 す る た め の 手 段 と し て 、 分 割 部 １ ａ を 上 下 方 向 に 移 動 可 能 な 油 圧 装 置 ２ １ ａ が
設 け ら れ て い る 。
  前 記 油 圧 装 置 ２ １ ａ の シ リ ン ダ ロ ッ ド ２ １ ｂ は 分 割 部 １ ａ の 螺 子 穴 ２ １ ｃ に 蝶 合 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ 切 断 刃 ２ を 上 下 方 向 に 振 動 さ せ る 振 動 付 与 手 段 ３ ０ と し て 、 分 割 部 ２ ａ に 油
圧 装 置 ２ １ ｄ が 設 け ら れ 、 分 割 部 ２ ｂ に 油 圧 装 置 ２ １ ｅ が 設 け ら れ て い る 。
  前 記 油 圧 装 置 ２ １ ｄ の シ リ ン ダ ロ ッ ド ２ １ ｆ は 分 割 部 ２ ａ の 螺 子 穴 ２ １ ｇ に 蝶 合 さ れ て
い る 。
  ま た 、 前 記 油 圧 装 置 ２ １ ｅ の シ リ ン ダ ロ ッ ド ２ １ ｈ は 分 割 部 ２ ａ の 螺 子 穴 ２ １ ｉ に 蝶 合
さ れ て い る 。
  な お 、 前 述 し た 油 圧 装 置 21a,21d,21eの 伸 縮 動 作 は 図 外 の 制 御 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 下 、 本 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 を 説 明 す る 。
  こ の よ う に 構 成 さ れ た 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 Ｃ を 用 い て 金 属 パ イ プ Ｐ を 切 断 す る に は 、
先 ず 、 固 定 切 断 刃 １ 及 び 振 動 切 断 刃 ２ を 金 属 パ イ プ Ｐ に 外 嵌 し た 状 態 で 配 置 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 際 、 シ リ ン ダ ロ ッ ド ２ １ ｂ を 縮 め て 前 記 固 定 切 断 刃 １ の 分 割 部 1aを ス ラ イ ド ガ イ ド
4a,4bに 摺 動 さ せ な が ら 上 方 向 に 移 動 し 、 一 方 、 シ リ ン ダ ロ ッ ド 21f,21hを 縮 め て 振 動 切 断
刃 ２ の 分 割 部 2a,2bを 離 間 さ せ た 後 、 金 属 パ イ プ Ｐ を 円 弧 溝 1c,1d同 士 の 間 及 び 円 弧 溝 2c,2
d同 士 の 間 に 挿 入 し て 再 び 分 割 部 1a,1b同 士 及 び 分 割 部 2a,2b同 士 を そ れ ぞ れ 重 ね 合 わ せ て
締 結 部 5,7で 金 属 パ イ プ を 固 定 で き 、 金 属 パ イ プ Ｐ を 容 易 か つ ス ム ー ズ に 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 続 い て 、 油 圧 装 置 21d,21eに て シ リ ン ダ ロ ッ ド 21f,21hを 同 時 に 上 下 方 向 に 微 量 な 単 位 で
伸 縮 さ せ て 往 復 動 さ せ る と 、 振 動 切 断 刃 ２ が 上 下 方 向 に 振 動 し 、 こ れ に よ り 、 振 動 切 断 刃
２ と 固 定 切 断 刃 １ が 上 下 方 向 （ 矢 印 方 向 に 図 示 ） に 相 対 振 動 し 、 こ れ に よ り 前 記 両 者 の 間
を 切 断 位 置 と し て 金 属 パ イ プ Ｐ を 切 断 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 際 、 前 記 制 御 装 置 は 、 シ リ ン ダ ロ ッ ド 21f,21hの 伸 縮 を 油 圧 制 御 し て 第 １ 切 断 刃 １
と 第 ２ 切 断 刃 ２ の 相 対 移 動 に お け る 振 動 の 振 幅 を 徐 々 に 大 き く な る よ う に 変 化 さ せ る た め
、 金 属 パ イ プ Ｐ の 切 断 位 置 に 急 激 に 過 大 な 負 荷 が 発 生 し て 金 属 パ イ プ Ｐ が 変 形 す る の を 防
止 で き る 。
  ま た 、 前 記 振 動 の 周 波 数 も 切 断 の 進 捗 に 応 じ て 適 宜 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 よ り 短 い 時
間 で 金 属 パ イ プ を 切 断 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 及 び 切 断 方 法 に あ っ て は 、 第
１ 切 断 刃 １ と 第 ２ 切 断 刃 ２ の 相 対 移 動 に お け る 振 動 の 振 幅 を 徐 々 に 大 き く な る よ う に 変 化
さ せ る た め 、 金 属 パ イ プ Ｐ の 切 断 位 置 に 急 激 に 過 大 な 負 荷 が 発 生 し て 金 属 パ イ プ Ｐ が 変 形
す る の を 防 止 で き 、 安 定 し た 状 態 で 金 属 パ イ プ Ｐ を 切 断 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 、 本 実 施 例 を 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 上 述 の 実 施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本
発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 等 が あ っ て も 、 本 発 明 に 含 ま れ る 。
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  例 え ば 、 本 発 明 の 振 動 付 与 手 段 ３ 、 ３ ０ の 構 成 は 本 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
固 定 切 断 刃 １ ま た は 振 動 切 断 刃 ２ を 金 属 パ イ プ Ｐ の 径 方 向 に 相 対 移 動 さ せ る よ う な 力 を 付
与 す る 構 成 で あ れ ば 良 く 、 例 え ば 超 音 波 振 動 子 を 用 い て 微 量 な 単 位 で の 振 動 周 波 数 、 振 幅
で 切 断 を 行 っ て も 良 い 。 同 様 に 、 そ の 動 力 源 は モ ー タ や 油 圧 に 限 ら な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 固 定 切 断 刃 １ 及 び 振 動 切 断 刃 ２ が そ れ ぞ れ ２ つ に 分 割 さ れ た も の に
つ い て 説 明 し た が 、 両 者 は 必 ず し も 分 割 さ れ る 必 要 は な く 、 カ ッ ト 面 6,8に そ れ ぞ れ 金 属
パ イ プ Ｐ の 径 と 略 同 径 の 穴 が 開 口 さ れ た も の で 代 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 振 動 切 断 刃 ２ が 固 定 振 動 刃 １ （ 金 属 パ イ プ Ｐ ） に 対 し て 上 下 方 向 に
振 動 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 振 動 切 断 刃 ２ と 固 定 振 動 刃 １ の 両 方 を 振 動 さ せ て も 良
い 。 さ ら に 、 そ の 振 動 方 向 は 左 右 方 向 、 多 方 向 、 円 軌 道 等 を 単 独 ま た は 組 み 合 わ せ た も の
で も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 金 属 パ イ プ Ｐ の 材 料 の 厚 み や 材 料 に よ っ て 振 動 切 断 刃 ２ の 振 幅 及 び 振 動 周 波 数
を 適 宜 設 定 ・ 制 御 す る こ と は 当 然 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 例 え ば 、 振 動 周 波 数 を 一 定 で 振 幅 を 徐 々 に 大 き く し て い く 、 振 動 周 波 数 を 徐 々 に 下 げ て
、 振 幅 を 徐 々 に 大 き く し て い く 、 振 動 付 与 手 段 ３ ， ３ ０ を 用 い て 振 動 周 波 数 、 振 幅 と も 一
定 で 作 動 さ せ な が ら 、 振 動 付 与 手 段 ３ ， ３ ０ 以 外 の 別 の 振 動 付 与 手 段 を 用 い て 振 動 切 断 刃
２ の 振 動 中 心 軸 を 径 方 向 に 徐 々 に ス ラ イ ド さ せ る 、 振 動 周 波 数 、 振 幅 を 一 定 と し 振 動 切 断
刃 ２ を 一 気 に ス ラ イ ド さ せ る 等 、 適 宜 設 定 ・ 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 調 整 ボ ル ト 19a,19bの ね じ 込 み 量 を 金 属 パ イ プ Ｐ の 切 断 中 に 調 整 で き る よ う に 構
成 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 （ 一 部 断 面 図 ） で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 正 面 図 （ 一 部 省 略 ） で あ る
。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 １ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 の 切 断 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 （ 一 部 断 面 図 ） で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 金 属 パ イ プ の 切 断 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 側 面 図 （ 一 部 断 面 図 ） で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置 を 説 明 す る 正 面 図 （ 一 部 省 略 ） で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 　 金 属 パ イ プ の 切 断 装 置
Ｂ １ 　 バ ネ
Ｄ 　 シ リ ン ダ ロ ッ ド
Ｓ １ 　 摺 動 部
Ｓ ２ 　 傾 斜 溝
１ 　 固 定 切 断 刃
１ ａ 、 １ ｂ 、 ２ ａ 、 ２ ｂ 　 分 割 部
１ ｃ 、 １ ｄ 、 ２ ｃ 、 ２ ｄ 　 円 弧 溝
２ 　 振 動 切 断 刃
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２ ｅ 、 ２ ｆ 　 軸 受 け 部
３ 　 振 動 付 与 手 段
４ 　 支 持 部
４ ａ 、 ４ ｂ 　 ス ラ イ ド ガ イ ド
５ 、 ７ 　 締 結 部
６ 、 ８ 　 カ ッ ト 面
１ ０ 　 イ ン バ ー タ モ ー タ
１ １ 　 振 幅 調 整 装 置
１ ２ 　 振 動 ロ ッ ド
１ ３ 　 ベ ル ト
１ ４ 、 １ ５ 　 回 転 ロ ー ラ
１ ６ 　 回 転 シ ャ フ ト
１ ７ 　 回 転 ロ ー タ
１ ８ 　 偏 芯 ロ ー タ
１ ９ ａ 、 １ ９ ｂ 　 調 整 ボ ル ト
１ ９ ｃ 　 開 口 部
２ ０ ａ 　 プ レ ー ト
２ ０ ｂ 　 ボ ル ト
２ １ ａ 、 ２ １ ｄ 、 ２ １ ｅ 　 油 圧 装 置
２ １ ｂ 、 ２ １ ｆ 、 ２ １ ｈ 　 シ リ ン ダ ロ ッ ド
２ １ ｃ 、 ２ １ ｇ 、 ２ １ ｉ 　 螺 子 穴
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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